
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

とうほう次世代経営者倶楽部 浪江町視察研修会の開催について 

 
東邦銀行（頭取 佐藤 稔）は、次世代を担う経営者、後継者の皆さまを対象に、「浪江町視察研修会」

を開催いたしますのでお知らせします。 

本研修会は、浪江町の現状および福島国際研究教育機構（Ｆ-ＲＥＩ）の内容について理解を深めると

ともに、水素研究施設や進出企業の工場等の見学を通して、当地における新たな事業展開を考えるきっ

かけの場を提供することを目的としています。 

当行では、引き続き、お客さまのニーズを捉えた情報・サービスの提供に努め、地域経済の発展に貢

献してまいります。 

記 

 
１．開催概要 詳細は別紙「開催案内」をご参照ください。 

開 催 日 時 ２０２３年９月１４日（木） ８：３０～１９：００ 

対 象 者 
とうほう次世代経営者倶楽部（注１）会員 

浜通りの復興状況、水素の利活用や当地での新事業に関心のあるお客さま 

内 容 

（ 予 定 ） 

８：３０ 郡山駅西口 発 ※全行程バスで移動。 

１０：３０～ 浪江町役場（浪江町の現状、Ｆ－ＲＥＩについて） 

１１：４０～ 昼食休憩 於：道の駅「なみえ」 

１３：００～ 福島水素エネルギー研究フィールド（ＦＨ２Ｒ） 

１４：１５～ ㈱バイオマスレジン福島 浪江工場 

１５：３０～ 請戸小学校（震災遺構）見学 

１６：００～ 會澤高圧コンクリート㈱ 福島ＲＤＭセンター 

１９：００ 郡山駅西口 着・解散 

定 員 ２５名（先着順） 

参 加 費 無料 

お申込方法 当行本支店にてお申し込みください。 

お申込期限 ２０２３年９月８日（金） 

注１：とうほう次世代経営者倶楽部 
次世代の経営者、後継者の皆さまの経営に関する幅広い知識獲得のサポートおよび人脈づくり
の場を提供するために２０１３年３月に設立。 

 

２．関連するＳＤＧｓ 

 

     

  

 

 

 

２０２３年８月７日 

 以 上 

東邦銀行グループでは、『とうほうＳＤＧｓ宣言』を制定し、グループ

全体で地域経済の活性化や社会的課題の解決に向けた取組みを通して

“地域社会に貢献する会社へ”を目指しています。 
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９月1４日（木） ８︓１５〜１９︓００（郡⼭駅⻄⼝集合）

＊参加費は無料ですが、集合場所までの交通費等は⾃⼰負担となりますので、ご留意ください。
＊本研修会のプログラムは、現地との調整状況等により、⼀部変更となる場合がございます。

とうほう次世代経営者倶楽部

浪江町視察研修会

日時

対象 とうほう次世代経営者倶楽部 会員
その他、浜通りの復興状況、⽔素の利活⽤や当地での新事業に関⼼のあるお客さま

内容 8:15 郡⼭駅⻄⼝ 集合
8:30 郡⼭駅⻄⼝ 発
10:30〜11:30 浪江町役場（浪江町の現状、F-REIについて）
11:40〜12:40 昼⾷休憩 於︓道の駅「なみえ」
13:00〜14:00 福島水素エネルギー研究フィールド（FH2R）
14:15〜15:15 ㈱バイオマスレジン福島 浪江⼯場
15:30〜15:50 請⼾⼩学校（震災遺構）⾒学
16:00〜17:00 會澤高圧コンクリート㈱ 福島ＲＤＭセンター
17:00 浪江町 発
19:00 郡⼭駅⻄⼝ 着・解散

（予定）

※全⾏程バスで移動します。



お申込み締切日 ２０２３年９月８日（⾦）
誠に勝⼿ながら定員になり次第締め切りとさせていただきますので、お早めにお申込みください。

浪江町の復興状況／視察先のご紹介

浪江町の復興理念・基本⽅針 福島水素エネルギー研究フィールド（FH２R）

福島国際研究教育機構（F-REI）とは

福島をはじめ東北の復興を実現するとともに、⽇本の科学技術⼒・産業競争⼒の強化に貢献する、世界に冠たる
「創造的復興」の中核拠点として2023年4⽉に設⽴。
福島イノベーション・コースト構想の取組により整備された拠点間の連携促進など、構想の更なる発展に寄与する役
割が期待されている。

世界最大級となる1万kW
の⽔素製造装置を備える
⽔素エネルギー研究施設。
再生可能エネルギーの導
⼊拡大を⾒据えた、電⼒
系統の需給バランス調整
のための⽔素活⽤事業モ
デル及び⽔素販売事業モ
デルの確⽴を⽬指している。
2020年2⽉に開所。

出典︓なみえ復興レポート（令和5年7⽉）

お問合せ・お申込先 当⾏本⽀店までご照会ください。


